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１
月
12
日
（
日
）
Ｊ
Ａ
セ
レ
サ
川
崎
宮
崎
支
店
に
於
い
て
平
成
２６

年
賀
詞
交
歓
会
が
約
１
０
０
名
の
方
々
が
参
加
し
て
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

開
宴
に
先
だ
ち
、
神
奈
川
県
暮
ら
し
安
全
交
通
課
の
方
に
よ
り

『
振
り
込
め
詐
欺
』
に
つ
い
て
、
最
近
の
新
し
い
手
法
の
詐
欺
の
事

例
、
だ
ま
さ
れ
な
い
心
構
え
な
ど
を
寸
劇
で
ご
紹
介
頂
き
ま
し
た
。

次
い
で
中
沢
副
会
長
乾
杯
の
音
頭
に
よ
り
賀
詞
交
歓
の
開
宴
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
地
元
で
大
変
ご
活
躍
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
宮

崎
台
を
お
招
き
し
て
マ
ン
ド
リ
ン
と
ギ
タ
ー
に
よ
る
新
春
コ
ン
サ

ー
ト
で
賀
詞
交
歓
会
に
花
を
添
え
て
頂
き
ま
し
た
。
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平
成
２６
年
賀
詞
交
歓
会

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
宮
崎
台
新
春
コ
ン
サ
ー
ト

振
り
込
め
詐
欺
寸
劇

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

花
の
台
町
内
会
会
長

長
谷
川
大
二

オレオレ詐欺にご注意！
だまされないための 3 か条

①「電話番号が変わった」と知ら
せてきたら前の番号に電話をして
確認を。

②家族しか知らない話題を出し
て、本人かどうか確認を。

③電話で「お金」の話が出たら、
詐欺だと思いましょう。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
度
の
花
の
台
町
内
会
は
た
く
さ
ん

の
行
事
を
執
行
し
、
行
事
へ
の
参
加
者
は
一

昨
年
に
比
べ
て
増
加
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
一
に
子
ど
も
た
ち
の
故
郷
と
し
て
の
街

が
、
子
ど
も
た
ち
の
思
い
出
と
し
て
残
る
よ

う
、
み
な
さ
ま
の
ご
努
力
と
ご
協
力
を
い
た

だ
け
た
た
め
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
わ
が

街
、
我
が
家
を
災
害
か
ら
守
る
訓
練
や
、
パ

ト
ロ
ー
ル
、
公
園
や
街
の
美
化
・
清
掃
に
み

な
さ
ま
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。

今
年
も
参
加
者
が
増
え
る
よ
う
努
力
い

た
し
ま
す
が
、
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
本
全
体
で
人
口
の
減
少
、
高
齢
者
の
増

加
、
子
ど
も
の
数
の
減
少
が
報
じ
ら
れ
て
お

り
ま
す
が
、
川
崎
市
は
人
口
も
若
年
層
も
増

加
し
、
当
町
内
も
あ
ち
こ
ち
に
マ
ン
シ
ョ
ン

が
建
ち
、
保
育
園
が
増
加
し
、
小
中
学
校
も

増
築
を
迫
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、

現
役
を
引
退
さ
れ
た
方
々
、
是
非
町
内
で
顔

見
知
り
を
作
る
た
め
、
町
会
行
事
へ
の
参
加

や
、
今
年
こ
そ
行
事
盛
り
上
げ
係
、
或
い
は

町
会
事
務
（
総
務
、
広
報
、
交
通
、
福
祉
、

体
育
、
青
少
年
、
防
災
防
犯
の
企
画
担
当

な
ど
）
に
携
わ
っ
て
み
た
ら
如
何
で
し
ょ

う
か
。
町
内
に
お
顔
見
知
り
が
出
来
ま
す

と
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
も
一
味
違
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
一
年
、
元
気
で
朗
ら
か
に
町
会
活

動
も
こ
な
し
て
、
こ
の
街
で
ゆ
っ
た
り
と

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

ち
ょ
っ
と

い
い
話

こ
ん
な
は
な
し

あ
ん
な
は
な
し

少女ソフト ウイングス

http://h-wings.sakura.ne.jp/

ママさんバレーボール

部長 立川 ☎853-1377

ママさんソフトボール
部長 藤井 ☎855-0121

ダンス部

部長 渡辺 ☎854-2590

青壮年野球 スターフラワーズ

部長 野島 ☎865-6497

青壮年ソフト スカイフラワーズ

部長 鈴木 ☎855-0886

少年野球 フラワーズ

http://www.hananodaiflowers.com

囲碁同好会

吉原 ☎888-9262・藤本☎855-6902

花の台公園愛護会

斎藤 ☎856-0590

花の台クラブ（老人クラブ）

会長 名古屋 ☎877-3045

花の台町内会へのお問い合わせは

お気軽に町内会館まで

火曜日、金曜日の午前中

宮前平３－４－１６  宮崎台ハイツ１階

Tel・Fax 767-7502

部員募集中
お申し込みは、

各部に直接ご連絡ください

『アンサンブル宮崎台』の演奏

『振り込め詐欺』の寸劇

多
摩
川
が
好
き
！

荏
原
（台
）古
墳
群
を
訪
ね
て

第
２
地
区
副
会
長新

井

紀
元

多
摩
川
下
流
沿
岸
、
大
田
区
田
園
調
布
、

世
田
谷
区
尾
山
台
・
等
々
力
・
野
毛
と
言
っ

た
か
つ
て
武
蔵
国
荏
原
郡
と
呼
ば
れ
た
地

域
に
は
、
古
墳
が
数
多
く
分
布
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
古
墳
を
「
荏
原
（
台
）
古
墳
群
」

と
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
古
墳
二
十
基
は

現
在
で
も
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
古

墳
展
示
室
」
大
田
区
立
多
摩
川
台
公
園
（
田

園
調
布
一
丁
目
63
番
）
に
は
出
土
品
の
約
半

数
が
保
存
さ
れ
、
貴
重
な
存
在
に
な
っ
て
い

る
。荏

原
（
台
）
古
墳
群
は
地
域
的
に
二
分
し

て
考
え
ら
れ
る
が
、
田
園
調
布
を
中
心
と
す

る
「
田
園
調
布
古
墳
群
」
、
尾
山
台
か
ら
野

毛
に
か
け
て
の
「
野
毛
古
墳
群
」
が
あ
る
。

こ
の
地
域
は
、
多
摩
川
と
い
う
水
資
源
と
広

大
で
肥
沃
な
平
地
を
利
用
し
た
弥
生
時
代

以
来
の
生
産
性
の
高
い
農
耕
社
会
を
背
景

と
す
る
強
力
な
首
長
の
治
め
る
政
治
集
団

が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て

古
墳
時
代
を
通
じ
て
、
こ
の
地
域
が
そ
の
首

長
と
一
族
の
墓
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。

一
度
、
訪
れ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

荏
原
（
台
）
古
墳
群
の
特
徴
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

①
古
墳
時
代
を
通
じ
て
築
造
さ
れ
続
け
た
。

②
分
布
地
域
に
片
寄
り
が
み
ら
れ
る
。

③
地
域
に
よ
り
墳
形
が
異
な
る
傾
向
が
認

め
ら
れ
る
。

◎
「
宝
萊
山
（
ほ
う
ら
い
さ
ん
）
古
墳
」

 
 

前
方
後
円
墳
・
４
世
紀
第
二
四
半
期

◎
「
亀
甲
山
（
か
め
の
こ
や
ま
）
古
墳
」

 
 

前
方
後
円
墳
・
４
世
紀
後
半

◎
「
浅
間
（
せ
ん
げ
ん
）
神
社
古
墳
」

前
方
後
円
墳
・
５
世
紀
～
６
世
紀
初

◎
こ
の
他
に
円
墳
が
８
基

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
た
い

ち
ょ
っ
と

い
い
話
募
集
中

町
内
会
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

≪掲示板利用について≫

町内会掲示板への掲示は、町内会の許可が必要です。掲示

希望の印刷物を町内会館までお持ちください。

≪防犯パトロール隊員募集中≫

◎日程

２月 ２日（日） １６日（日） ２３日（日） 集合 午後５時

３月 ２日（日） １６日（日） ２３日（日） 集合 午後５時 30分

◎集合場所 花の台町内会館

◎パトロールは徒歩にて１時間程度です。

◎お申込み 防犯部長 ℡ 044-877-3004



１１月１６日（土）夕方、ＪＡセレサ川崎宮崎支店をお借

りして、２５年度行事慰労会を開催しました。参加者は、

盆踊り、防災訓練、運動会、お神輿のお手伝い、縁の下

の力持ちをして下さったみなさんである。町会長から

みなさんのおかげでここが故郷と実感できると御礼

のことばがあり、ゲストの宮前平中学校山本校長から

は、地元の子弟がスポーツで大活躍と、市、県、関東そ

して全国大会出場のお話もされた。町会各部のメンバ

ー紹介と挨拶のあと、福引きが行われ、賞品の選択で

大いに盛り上がった。

みなさんも町内会の諸活動に参加し、地元の人々

と顔なじみになったらいかがでしょうか？

（町内会長 長谷川大二）

特別参加のユルキャラ  左から

宮崎台小学校「もっち」 宮前平小学校「ハットちゃん・キャップくん」

富士見台小学校「ふじみちゃん」 カッパーク鷺沼「カッちゃん」

宮前兄妹「メローとコスミン」
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DIＧ （災害図上訓練実施） 平成25年 11月 16日

花の台町内会・防災部は宮前消防署のご支援により去る 11月 16日午前JAセレサ川崎宮崎支店２階ホールでDIG（災害図上訓練）

を行いました。参加者は男女約30名。当日は消防署から8人の署員の方が駆けつけて下さいました。“DIG”と言っても耳慣れない言

葉でしたが消防署の映像を使った説明で「災害時に私たちはどのように対応すればよいのか」についての図上訓練だと分かりまし

た。

今回は私たちの街が震度６の大地震に襲われたと想定して行いました。

全員を４班（４テーブル各班７名と消防署員 1 名）に分け、各班夫々、リーダー，書記、発表者を決めてスタート。各テーブル一杯に広

げた大きな宮前区の地図上に透明なビニールシートをかぶせます。万一に備えた消防署のこの地図は精緻を極め、区役所などの

公共施設から始まって住宅はマンション、木造アパート、個人住宅、道路は国道246号 尻手黒川線の幹線道路から路地裏に至るま

で、土砂崩れに備えて崖の所在地また大小公園まで詳細に載っております。

作業はまず、この地図上の各自、自宅の場所に丸型のシールを貼り付け、地域の中の自宅の位置を確認してから色違いのフェル

トペンで鉄道、幹線道路、路地、水路、公園などを塗り分け、一時避難場所となりそうな公園も別の色のフェルトペンで塗る、又、スー

パーマーケット、コンビニ、自販機には同色のシールを、病院、診療所にも同色シール、独り住まいのお年寄り宅にもシール。危険と

思える箇所例えば狭い路地、古い木造建築物、ガラスの多い建築には×印 等々。これで地域の現状をより可視化でき理解できま

した。

記入し終わった地図を囲んで、各班ごとに討論を重ね、①地域の特徴 ②想定される被害（火災、家屋倒壊等） ③対策（危険箇

所、避難ルート、避難所等の把握） などにまとめ、それぞれ全員の前で発表しました。

おわりに消防署の下山警防第二課長さんのお話、「わが国は地震国、過去、世界で起きた震度６以上の地震の 80％は日本で起き

ています。研究による予測では 2007年以降 30 年以内に M7.3 クラスの震度６以上の地震が 70％起きる可能性がある。その時首都

圏で帰宅困難者は 650 万人に達すると見込まれます。私たちは地震を止める事はできない。しかし被害を少なくすること＝減災

はできる。地震のことばかり考えている訳にはいきませんが時々地震のことも考えてください。それが減災に繋がります。」正午過

ぎのお開きでした。                                        （広報部 小口）

いつ来るか分からない、でも、いつか必ず来る大地震に備えて
時々、地震のこと考えよう

災害図上訓練とは

災害図上訓練は、地図を用いて地域で大きな災害

が発生する事態を想定し、地図と地図の上にかける

透明シート、ペンを用いて、危険が予測される地帯

または事態をシートの上に書き込んでいく訓練のこ

とである。今日では、災害想像ゲーム(Disaster（災

害）、Imagination（想像力）、Game（ゲーム）を略して

DIG とも)といって住民参加の技法としても知られ

ているワークショップの技術を活用するなど、様々

な事例も見られ、地域防災力の向上に向けた自助

公助共助の確立に向けた取り組みとして広がりを

見せつつある。

慰労会 平成25年 11月16日

みなさんの労をねぎらって、乾杯！

防犯パトロール隊 フラワーズのコーチ陣

宮前平中学校山本

校長先生から、宮

前平中学生の活躍

状況の報告があり

ました。駅伝部は

全国大会出場へ。

お神輿巡行 平成 25 年 11 月３日

  晴天の 11 月 3日、町会の子ども神輿 2基と太鼓山車そして勇壮な大人神輿 1 基が、午前９時 30 分、高張提灯、金棒を先頭に、

お囃子の先導車を払いに元気よく区役所・市民館前の広場を出発した。ざっとかぞえたところ、担ぎ手曳き手、世話人、保護者合

わせ 300 余名のパレードである。

  一行は途中、マコト酒店前、宮崎第二公園で休みながら、終着の宮崎子供文化センターまで、町内を練り歩く。お囃子と子供た

ちの歓声に、マンションのベランダから顔が覗き、老人ホームから拍手が湧く。通りがかりの、手を引かれた子供が、うらやましげ

に列を見守る。お母さんが、どしたら列に入れるか尋ねている。

本年は宮前区のキャラクター「宮前兄妹」の着ぐるみが沿道に愛想を振りまいたので、一段と盛り上がり、方々から手が振られた。

参加は、出発時に登録し、祭り半纏を借りればよいのです。子供会に入会(無料)していると、お神輿だけでなく、盆踊りや運動会、

クリスマス会、映画会、ドッチビー大会などの知らせや、盆踊りの時、櫓に上って叩く太鼓の練習日などもわかります。

                                            （町会長 長谷川大二）

厳
粛
な
発
足
式

宮
前
兄
妹
が
特
別
参
加

『
楽
し
か
っ
た
ね
』

大
人
神
輿
の
皆
さ
ん

お神輿巡行行列」（宮前平 3 丁目付近）

秋季大運動会 平成 25 年 10 月 13 日

  第 38回町内大運動会は、晴天の下、紅組（富士見台小、宮崎台小校区）白組（宮前平小校区）600余

名の参加者でにぎわいました。本年は宮前区キャラクター宮前兄妹「メローとコスミン」、カッパーク鷺

沼の「カッちゃん」、宮崎台小「モッチ」、宮前平小「キャップ君とハットちゃん」、富士見台小「富士見ちゃ

ん」の着ぐるみが参加し、子どもたちが歓声を上げ追いかけるほどでした。

本年も東日本から宮崎台宿舎へ避難してきている方々を、民生委員の案内でご招待しましたが、競

技に参加したり子どもたちの活発な行動に目を細めたりしておりました。

競技は順調に進み、棒引きや子ども会ロックソーランの熱演、豪快な成人綱引き、ご婦人大人気のお

買いもの競争のあと、町内子ども対抗リレーで幕を閉じました。閉会式とマラソン記録表彰状、お楽し

み抽選会などが行われ、秋の一日が町内顔馴染みづくりで終了しました。

（町内会会長 長谷川大二）

綱引き パン喰い競争

「ハットちゃん・キャップくん」コスミンちゃんも応援



１１月１６日（土）夕方、ＪＡセレサ川崎宮崎支店をお借

りして、２５年度行事慰労会を開催しました。参加者は、

盆踊り、防災訓練、運動会、お神輿のお手伝い、縁の下

の力持ちをして下さったみなさんである。町会長から

みなさんのおかげでここが故郷と実感できると御礼

のことばがあり、ゲストの宮前平中学校山本校長から

は、地元の子弟がスポーツで大活躍と、市、県、関東そ

して全国大会出場のお話もされた。町会各部のメンバ

ー紹介と挨拶のあと、福引きが行われ、賞品の選択で

大いに盛り上がった。

みなさんも町内会の諸活動に参加し、地元の人々

と顔なじみになったらいかがでしょうか？

（町内会長 長谷川大二）

特別参加のユルキャラ  左から

宮崎台小学校「もっち」 宮前平小学校「ハットちゃん・キャップくん」

富士見台小学校「ふじみちゃん」 カッパーク鷺沼「カッちゃん」

宮前兄妹「メローとコスミン」
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DIＧ （災害図上訓練実施） 平成25年 11月 16日

花の台町内会・防災部は宮前消防署のご支援により去る 11月 16日午前JAセレサ川崎宮崎支店２階ホールでDIG（災害図上訓練）

を行いました。参加者は男女約30名。当日は消防署から8人の署員の方が駆けつけて下さいました。“DIG”と言っても耳慣れない言

葉でしたが消防署の映像を使った説明で「災害時に私たちはどのように対応すればよいのか」についての図上訓練だと分かりまし

た。

今回は私たちの街が震度６の大地震に襲われたと想定して行いました。

全員を４班（４テーブル各班７名と消防署員 1 名）に分け、各班夫々、リーダー，書記、発表者を決めてスタート。各テーブル一杯に広

げた大きな宮前区の地図上に透明なビニールシートをかぶせます。万一に備えた消防署のこの地図は精緻を極め、区役所などの

公共施設から始まって住宅はマンション、木造アパート、個人住宅、道路は国道246号 尻手黒川線の幹線道路から路地裏に至るま

で、土砂崩れに備えて崖の所在地また大小公園まで詳細に載っております。

作業はまず、この地図上の各自、自宅の場所に丸型のシールを貼り付け、地域の中の自宅の位置を確認してから色違いのフェル

トペンで鉄道、幹線道路、路地、水路、公園などを塗り分け、一時避難場所となりそうな公園も別の色のフェルトペンで塗る、又、スー

パーマーケット、コンビニ、自販機には同色のシールを、病院、診療所にも同色シール、独り住まいのお年寄り宅にもシール。危険と

思える箇所例えば狭い路地、古い木造建築物、ガラスの多い建築には×印 等々。これで地域の現状をより可視化でき理解できま

した。

記入し終わった地図を囲んで、各班ごとに討論を重ね、①地域の特徴 ②想定される被害（火災、家屋倒壊等） ③対策（危険箇

所、避難ルート、避難所等の把握） などにまとめ、それぞれ全員の前で発表しました。

おわりに消防署の下山警防第二課長さんのお話、「わが国は地震国、過去、世界で起きた震度６以上の地震の 80％は日本で起き

ています。研究による予測では 2007年以降 30 年以内に M7.3 クラスの震度６以上の地震が 70％起きる可能性がある。その時首都

圏で帰宅困難者は 650 万人に達すると見込まれます。私たちは地震を止める事はできない。しかし被害を少なくすること＝減災

はできる。地震のことばかり考えている訳にはいきませんが時々地震のことも考えてください。それが減災に繋がります。」正午過

ぎのお開きでした。                                        （広報部 小口）

いつ来るか分からない、でも、いつか必ず来る大地震に備えて
時々、地震のこと考えよう

災害図上訓練とは

災害図上訓練は、地図を用いて地域で大きな災害

が発生する事態を想定し、地図と地図の上にかける

透明シート、ペンを用いて、危険が予測される地帯

または事態をシートの上に書き込んでいく訓練のこ

とである。今日では、災害想像ゲーム(Disaster（災

害）、Imagination（想像力）、Game（ゲーム）を略して

DIG とも)といって住民参加の技法としても知られ

ているワークショップの技術を活用するなど、様々

な事例も見られ、地域防災力の向上に向けた自助

公助共助の確立に向けた取り組みとして広がりを

見せつつある。

慰労会 平成25年 11月16日

みなさんの労をねぎらって、乾杯！

防犯パトロール隊 フラワーズのコーチ陣

宮前平中学校山本

校長先生から、宮

前平中学生の活躍

状況の報告があり

ました。駅伝部は

全国大会出場へ。

お神輿巡行 平成 25 年 11 月３日

  晴天の 11 月 3日、町会の子ども神輿 2基と太鼓山車そして勇壮な大人神輿 1 基が、午前９時 30 分、高張提灯、金棒を先頭に、

お囃子の先導車を払いに元気よく区役所・市民館前の広場を出発した。ざっとかぞえたところ、担ぎ手曳き手、世話人、保護者合

わせ 300 余名のパレードである。

  一行は途中、マコト酒店前、宮崎第二公園で休みながら、終着の宮崎子供文化センターまで、町内を練り歩く。お囃子と子供た

ちの歓声に、マンションのベランダから顔が覗き、老人ホームから拍手が湧く。通りがかりの、手を引かれた子供が、うらやましげ

に列を見守る。お母さんが、どしたら列に入れるか尋ねている。

本年は宮前区のキャラクター「宮前兄妹」の着ぐるみが沿道に愛想を振りまいたので、一段と盛り上がり、方々から手が振られた。

参加は、出発時に登録し、祭り半纏を借りればよいのです。子供会に入会(無料)していると、お神輿だけでなく、盆踊りや運動会、

クリスマス会、映画会、ドッチビー大会などの知らせや、盆踊りの時、櫓に上って叩く太鼓の練習日などもわかります。

                                            （町会長 長谷川大二）

厳
粛
な
発
足
式

宮
前
兄
妹
が
特
別
参
加

『
楽
し
か
っ
た
ね
』

大
人
神
輿
の
皆
さ
ん

お神輿巡行行列」（宮前平 3 丁目付近）

秋季大運動会 平成 25 年 10 月 13 日

  第 38回町内大運動会は、晴天の下、紅組（富士見台小、宮崎台小校区）白組（宮前平小校区）600余

名の参加者でにぎわいました。本年は宮前区キャラクター宮前兄妹「メローとコスミン」、カッパーク鷺

沼の「カッちゃん」、宮崎台小「モッチ」、宮前平小「キャップ君とハットちゃん」、富士見台小「富士見ちゃ

ん」の着ぐるみが参加し、子どもたちが歓声を上げ追いかけるほどでした。

本年も東日本から宮崎台宿舎へ避難してきている方々を、民生委員の案内でご招待しましたが、競

技に参加したり子どもたちの活発な行動に目を細めたりしておりました。

競技は順調に進み、棒引きや子ども会ロックソーランの熱演、豪快な成人綱引き、ご婦人大人気のお

買いもの競争のあと、町内子ども対抗リレーで幕を閉じました。閉会式とマラソン記録表彰状、お楽し

み抽選会などが行われ、秋の一日が町内顔馴染みづくりで終了しました。

（町内会会長 長谷川大二）

綱引き パン喰い競争

「ハットちゃん・キャップくん」コスミンちゃんも応援
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１
月
12
日
（
日
）
Ｊ
Ａ
セ
レ
サ
川
崎
宮
崎
支
店
に
於
い
て
平
成
２６

年
賀
詞
交
歓
会
が
約
１
０
０
名
の
方
々
が
参
加
し
て
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

開
宴
に
先
だ
ち
、
神
奈
川
県
暮
ら
し
安
全
交
通
課
の
方
に
よ
り

『
振
り
込
め
詐
欺
』
に
つ
い
て
、
最
近
の
新
し
い
手
法
の
詐
欺
の
事

例
、
だ
ま
さ
れ
な
い
心
構
え
な
ど
を
寸
劇
で
ご
紹
介
頂
き
ま
し
た
。

次
い
で
中
沢
副
会
長
乾
杯
の
音
頭
に
よ
り
賀
詞
交
歓
の
開
宴
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
地
元
で
大
変
ご
活
躍
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
宮

崎
台
を
お
招
き
し
て
マ
ン
ド
リ
ン
と
ギ
タ
ー
に
よ
る
新
春
コ
ン
サ

ー
ト
で
賀
詞
交
歓
会
に
花
を
添
え
て
頂
き
ま
し
た
。
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平
成
２６
年
賀
詞
交
歓
会

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
宮
崎
台
新
春
コ
ン
サ
ー
ト

振
り
込
め
詐
欺
寸
劇

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

花
の
台
町
内
会
会
長

長
谷
川
大
二

オレオレ詐欺にご注意！
だまされないための 3 か条

①「電話番号が変わった」と知ら
せてきたら前の番号に電話をして
確認を。

②家族しか知らない話題を出し
て、本人かどうか確認を。

③電話で「お金」の話が出たら、
詐欺だと思いましょう。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
度
の
花
の
台
町
内
会
は
た
く
さ
ん

の
行
事
を
執
行
し
、
行
事
へ
の
参
加
者
は
一

昨
年
に
比
べ
て
増
加
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
一
に
子
ど
も
た
ち
の
故
郷
と
し
て
の
街

が
、
子
ど
も
た
ち
の
思
い
出
と
し
て
残
る
よ

う
、
み
な
さ
ま
の
ご
努
力
と
ご
協
力
を
い
た

だ
け
た
た
め
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
わ
が

街
、
我
が
家
を
災
害
か
ら
守
る
訓
練
や
、
パ

ト
ロ
ー
ル
、
公
園
や
街
の
美
化
・
清
掃
に
み

な
さ
ま
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。

今
年
も
参
加
者
が
増
え
る
よ
う
努
力
い

た
し
ま
す
が
、
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
本
全
体
で
人
口
の
減
少
、
高
齢
者
の
増

加
、
子
ど
も
の
数
の
減
少
が
報
じ
ら
れ
て
お

り
ま
す
が
、
川
崎
市
は
人
口
も
若
年
層
も
増

加
し
、
当
町
内
も
あ
ち
こ
ち
に
マ
ン
シ
ョ
ン

が
建
ち
、
保
育
園
が
増
加
し
、
小
中
学
校
も

増
築
を
迫
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、

現
役
を
引
退
さ
れ
た
方
々
、
是
非
町
内
で
顔

見
知
り
を
作
る
た
め
、
町
会
行
事
へ
の
参
加

や
、
今
年
こ
そ
行
事
盛
り
上
げ
係
、
或
い
は

町
会
事
務
（
総
務
、
広
報
、
交
通
、
福
祉
、

体
育
、
青
少
年
、
防
災
防
犯
の
企
画
担
当

な
ど
）
に
携
わ
っ
て
み
た
ら
如
何
で
し
ょ

う
か
。
町
内
に
お
顔
見
知
り
が
出
来
ま
す

と
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
も
一
味
違
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
一
年
、
元
気
で
朗
ら
か
に
町
会
活

動
も
こ
な
し
て
、
こ
の
街
で
ゆ
っ
た
り
と

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

ち
ょ
っ
と

い
い
話

こ
ん
な
は
な
し

あ
ん
な
は
な
し

少女ソフト ウイングス

http://h-wings.sakura.ne.jp/

ママさんバレーボール

部長 立川 ☎853-1377

ママさんソフトボール
部長 藤井 ☎855-0121

ダンス部

部長 渡辺 ☎854-2590

青壮年野球 スターフラワーズ

部長 野島 ☎865-6497

青壮年ソフト スカイフラワーズ

部長 鈴木 ☎855-0886

少年野球 フラワーズ

http://www.hananodaiflowers.com

囲碁同好会

吉原 ☎888-9262・藤本☎855-6902

花の台公園愛護会

斎藤 ☎856-0590

花の台クラブ（老人クラブ）

会長 名古屋 ☎877-3045

花の台町内会へのお問い合わせは

お気軽に町内会館まで

火曜日、金曜日の午前中

宮前平３－４－１６  宮崎台ハイツ１階

Tel・Fax 767-7502

部員募集中
お申し込みは、

各部に直接ご連絡ください

『アンサンブル宮崎台』の演奏

『振り込め詐欺』の寸劇

多
摩
川
が
好
き
！

荏
原
（台
）古
墳
群
を
訪
ね
て

第
２
地
区
副
会
長新

井

紀
元

多
摩
川
下
流
沿
岸
、
大
田
区
田
園
調
布
、

世
田
谷
区
尾
山
台
・
等
々
力
・
野
毛
と
言
っ

た
か
つ
て
武
蔵
国
荏
原
郡
と
呼
ば
れ
た
地

域
に
は
、
古
墳
が
数
多
く
分
布
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
古
墳
を
「
荏
原
（
台
）
古
墳
群
」

と
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
古
墳
二
十
基
は

現
在
で
も
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
古

墳
展
示
室
」
大
田
区
立
多
摩
川
台
公
園
（
田

園
調
布
一
丁
目
63
番
）
に
は
出
土
品
の
約
半

数
が
保
存
さ
れ
、
貴
重
な
存
在
に
な
っ
て
い

る
。荏

原
（
台
）
古
墳
群
は
地
域
的
に
二
分
し

て
考
え
ら
れ
る
が
、
田
園
調
布
を
中
心
と
す

る
「
田
園
調
布
古
墳
群
」
、
尾
山
台
か
ら
野

毛
に
か
け
て
の
「
野
毛
古
墳
群
」
が
あ
る
。

こ
の
地
域
は
、
多
摩
川
と
い
う
水
資
源
と
広

大
で
肥
沃
な
平
地
を
利
用
し
た
弥
生
時
代

以
来
の
生
産
性
の
高
い
農
耕
社
会
を
背
景

と
す
る
強
力
な
首
長
の
治
め
る
政
治
集
団

が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て

古
墳
時
代
を
通
じ
て
、
こ
の
地
域
が
そ
の
首

長
と
一
族
の
墓
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。

一
度
、
訪
れ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

荏
原
（
台
）
古
墳
群
の
特
徴
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

①
古
墳
時
代
を
通
じ
て
築
造
さ
れ
続
け
た
。

②
分
布
地
域
に
片
寄
り
が
み
ら
れ
る
。

③
地
域
に
よ
り
墳
形
が
異
な
る
傾
向
が
認

め
ら
れ
る
。

◎
「
宝
萊
山
（
ほ
う
ら
い
さ
ん
）
古
墳
」

 
 

前
方
後
円
墳
・
４
世
紀
第
二
四
半
期

◎
「
亀
甲
山
（
か
め
の
こ
や
ま
）
古
墳
」

 
 

前
方
後
円
墳
・
４
世
紀
後
半

◎
「
浅
間
（
せ
ん
げ
ん
）
神
社
古
墳
」

前
方
後
円
墳
・
５
世
紀
～
６
世
紀
初

◎
こ
の
他
に
円
墳
が
８
基

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
た
い

ち
ょ
っ
と

い
い
話
募
集
中

町
内
会
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

≪掲示板利用について≫

町内会掲示板への掲示は、町内会の許可が必要です。掲示

希望の印刷物を町内会館までお持ちください。

≪防犯パトロール隊員募集中≫

◎日程

２月 ２日（日） １６日（日） ２３日（日） 集合 午後５時

３月 ２日（日） １６日（日） ２３日（日） 集合 午後５時 30分

◎集合場所 花の台町内会館

◎パトロールは徒歩にて１時間程度です。

◎お申込み 防犯部長 ℡ 044-877-3004


